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自立的学習者の育成

坂 口 耕 史
(杉野女子大学短期大学部）

は じ め に

生涯教育（学習）論は，次のような考え方を前提とし依拠しなければならないと，
私は思います。
（１）自分にとって興味ある問題，自分がどうしても取り組まねばならない課題があ
れば，人は学習しようとする。

（２）何に興味をもつか，どのような課題を自分のものとするかは，それぞれの個人
が自分で決める方がよい。
（３）それぞれの人が，自分の課題にてらして学習することを喜ぶ社会が望ましい。
（４）学問をはじめとする社会の諸制度は，このような個人の行う学習への助力の体
系となるべきである。

（５）職業的教師をはじめ社会の人々は，このように学習する個人への助力者となる
べきである。
これらをつづめて言えば，生涯教育論は，自立的学習者を想定しなければ成り立た

ないということです。生涯教育論の中心的課題は，従って人をどのようにして自立的
学習者にまで教育できるかについて明らかにすることであり，さらに自立した学習者
に対してどのような援助の手段をどのような方法で提供できるかを明示することでし
ょう。
生涯教育論の現段階では，自立的学習者育成のための，さまざまな現場での試みを
報告し合うことが，ことに必要であると考えられます。なぜならば，生涯教育論の有
効性は，究極的には，この立場が家庭や学校や社会のさまざまな現場における実践に
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どのようなちがいをもたらすかによって測られるべきだからです。こうした報告の累
積とその批判的吟味によって，生涯教育論は一つの実践的教育論としての内実をもち
うるからです。
私がこうした必要を強調する理由はもう一つあります。簡単に言えば，生涯教育論
は，早すぎる体系化の危険を犯しているように私には思われるからです。
生涯教育とは，「教育制度全体がその上に打ち立てられるべき基本的な理念であ(1)
る」と言われます。またそれは，「スローガンではなく，制度として定着すべき仕組（２）
みである」と言われるのです。このようなものであればなおさら，私たちは体系化を
急いではならないと思うのです。一般にどのようなすぐれた考えであれ，体系化され
制度化されると，ある種の固定化や硬直化の傾向が生まれます。ことに教育に関して
は，制度の変更によって解決できることはそう多くはありません。豊かな内実が蓄積
される前に体系を求めるのは逆立ちした考えというべきでしょう。
私は，この文章で，生涯教育を総論的に（体系化・制度化に向けて）提唱する場合
の危険な誤りの例を挙げて，これを批判したいと思います。そして，私の現場である
大学における，自立的学習者の育成の試みを報告し，ご批判を乞いたいと思います。

１生涯教育論のあいまいさ-とくに「自立」性について-

私はさきに，自立的学習者を想定しなければ生涯教育論は成り立たない，と書きま
した。このことは，およそどのような生涯教育論であれ，認めているところでしょ
う。例えば，中央教育審議会答申『生涯教育』においては，「人々が自己の充実や生

● ● ● ● ● ● ● ● ●

活の向上のため，その自発的意思に基づき，必要に応じ自己に適した手段・方法を自
● ● ● ●

ら選んで行う学習」を「生涯学習」と定義し，「この生涯学習のために社会の様々な
教育機能を相互の関連性を考慮しつつ，総合的に整備・充実しようとする」のが「生（３）
涯教育」の考え方であると定義しています。ここで言う「生涯学習」が「自立的学
習」を主柱として定義づけられていることは明らかです。また,P・ラングランも生
涯教育という観点からみて，教育の責務を「第１に，人が生涯を通じて，教育訓練を
継続するのを助ける構造と方法を提供すること」そして「第２に，人が，いろいろな
形態の自己教育を通して，真のかつ最高度の自己発達の客体となり手段となるために（４）
用意をさせること」であると規定しています。とくに第２の点については，ラングラ
ンの評釈と自認するその著作において，波多野完治氏は，「『自己形成』すなわち，
独学のできる人および機会が，社会によって達成されなくてはならないことが意味さ（５）
れ」ていると解しています。ここでも，（ラングランの場合，子どもについては自立（６）
性を認めていないように思えますが，少なくとも成人に関しては）自立的学習者の育
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成がめざされていると言えるのでしょう。
生涯教育論において，しかし，この主張は本当にその土台としての位置を与えられ

ているでしょうか。つまり，自立的学習者への助力ということが，本気で主張されて
いるのでしょうか。私にはどうもそうは考えられないのです。
まず，自立的学習者への助力という主張がもつべき意味を考えてみましょう。この

主張が単に耳ざわりのよい題目ではないとすれば，そこには次のような論点(argu-
ment)が含まれているはずです。
まず，学習者の自立性を高い程度で（ほぼ十全に自立していると）認めると，どう

いうことになるかです。私たちは，学習の目標・領域・内容等の選択について，一切
の権威づけや外発的強制を排する一種のアナーキズムを主張することになるでしょ
う。なぜなら，「自立した」学習者に，特定の学習目標や領域を押しつけるとすれ
ば，私たちは彼の「自立」性を侵害することになるからです。他のだれか（または
「社会」）が期待する学習内容を学習しない自由が，学習者の「自立」性の中には含
まれているからです。同時に，逆に他のだれか（「社会」）がとくに禁じたいことを
選んで学習する自由も，自立性には含まれているのです。
この論点を支持する用意が私たちにはあるのでしょうか。なければならないと，私

は思います。もちろん，一切の自由を認められれば人はすぐ．に反社会的行為にはしる
と空想するのは現実的ではないでしょう。人の学習のおもむくところも，収まるとこ
ろに収まるというのが実際に近いと思います。しかしそれでも，原理的なところで
は，一切の自由を認めるという論と，一定の自由を予め枠づけしておくという論は明
らかに異なるのです。のちに示すように，生涯教育論の多くは，自立的学習者論を前
提しながら，学習についての強い枠づけを持っているように見えます。
次に，学習者の自立性が低いという場合を想定してみましょう。その場合でも，何

を，いつ，どのように学習するかについて，少なくとも現在よりはるかに大きな範囲
で学習者（たとえば「子どもたち」）の選択・決定が尊重されなければならないでし
ょう。なぜなら，まず，自立的学習者に依拠しようとする生涯教育論の立場において
は，学習者の自立性を相対的に少しでも高めようとすることが，教育のどのような段
階においても，優先的目標でなければならないからです。そして自立性を高めること
は，学習者自身が自分なりのさまざまなレベルで実際に自立的にふるまうことによっ
て達成される性質のことだからなのです。
私たちはとくに学校教育の諸段階において，児童・生徒・学生たちに対して，何
を，いつ，どのように学習するかについて，彼らの選択や決定を，どの程度許容し得
ているのでしょうか。彼らは，どのように，自立へ向けて成長するように実際に助力
されているのでしょうか。さきの中教審答申『生涯教育』でも，「一人一人の子供が
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自立的学習者の育成２４９

高校までの教師に比べると，大学の一般教養科目(教育学と倫理学）担当者として
の私には，いくつかの有利な条件があります。あるいはこれらは，ふつうの一般教養
科目の担当者の場合に比べても格別有利な条件かもしれません。
まず，授業時数が週４～５コマ（１コマは90分）であることです。これは高校に置

きかえても，８～10時間となり，高校教師の平均的授業時数16～18時間（東京都）の
約半分です。次に受講学生数です。昭和57年度の場合,４コマを担当し，うち１コマ
が55名，その他の３コマはいずれも20名前後です。総計で120名程になります。これ
らは多少の増減があっても毎年それ程変わりません。これらの数値は，とくに個別的
指導を要する試みにとって極めて重要な意味を持つと思います。（一度だけ，１クラ
ス150名程の２クラスを担当しましたが，指導の限界を超えていました｡)対象学年は
１年生および３年生です。
このような条件で，私は次の二つの方法のどちらかを用いて（適宜混合することが

多いのですが）授業を行っています。
Ａ学生の自学自習を中心とする方法
（１）学生は，自分のテーマ，学習の見通しなどを書いて提出する。
（２）個別的指導をうけながらテーマ設定をしていく。
（３）類似のテーマの学生がグループを作る。
（４）これらのグループ毎に１～３回程の発表の機会を与える。このときそのグルー
プは(i)資料・レジメの作成と配布,(ii)それらに基づく発表，価)質疑・討論の司会
をすべて行う。

（５）前期レポートはグループで作成する（主として研究計画までの段階である｡)。
後期レポートは個人で行う。

Ｂテキスト解釈を中心とする方法
（１）学生は指示されたテキストを読み，論評文（400字）を書く。（殆んど毎週｡）
（２）学生または坂口がその中から１，２枚を選んでコピーし，配布する。
（３）このコピーについて討論する。
（４）とりあげなかった論評文については，提出後１週間（ときには２週間）後に，
坂口のコメントをつけて返却する。

（５）前・後期とも，それぞれの学期に扱ったテキストから１，２を選んで，論評す
る･（後期は，テーマをたてて，関連するテキストの箇所に言及しながら論文を
書くことをすすめている｡)

なお，これらのどの方法をとるにせよ，私の授業では，とにかく多くの本を読むよ
うに要求されます。だれでもが読んでレポートすべき本が，年間７～８冊，特別にグ
ループで読む本が５～６冊です。つまり，一とおり授業に出て課題を最小限こなすだ
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